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ゲザル (2).カニクイザル (30), クエノン (2),ゲ
ラ〆ヒヒ (1),クモザ ル (1),②存在しなかったもの














































































1. 報 告 司会 丸橋 珠樹
1. 屋久島のニホソザル 九紹 珠秘
2･ 苗崎山のニホソザルの分裂 西邸 既達
2. ニホソザルの保詔と野猿公苑の問題
司会 上原 良男










･2. 番塁について 好広 六一.村松 正敏
司会 四邸 現達
報告としては.掛こ屋久島西岸のニホソザルの分裂群
の取り扱いに関してリポートがあった｡一方は日本で有
と考えられる｡ただし抗Al,A2,B5,A9に対しては
個体によって反応が異なる点から特異性を共有すること
が示唆された｡吸収試晩の結果からサルはA2,B7,B
12はないがA9は個体によって共有しているものがある
ことが明らかとなった｡サルの同種免疫血清は他のサル
白血球とも反応することから組級適合性抗原 くMLA)
の存在が示竣されたのみでなく,ヒトのリソバ球のある
ものとも反応性の上界を示した｡
またヒト白血球で免疫したサル血清は免疫原以外のヒ
ト白血球とも反応し.しかもその反応性は一様でなく,個
体による差が認められた｡以上の所見から,サルリソバ
球はヒ711)I/パ球と一部の抗原性を共有しており,これ
がHLAと閑迎していることが強く京唆された｡
以下の共同利用研究Elの原税は宋茄です｡川中健二,
好庶英一.常田邦彦 (以上,投鬼m!唱1).大村裕.川村
祥介 (以上.設定探題5).俣野曽肝,箇永敏郎 (以上,
設定課周6)｡
-の田村の森林相の故填,一方は後背地をもたないニホ
ソザルの,飢づけによる過大増加の後しまつの問題と,
いづれもニホソザルの生存にとっての基本的な問題につ
ながる話題捉超であった｡
水原の話題は,職後のニホソザルの研究と餌づけのか
らみあい.それらがどのような息考様式の上に取り組ん
で来られたか,そしてそれらはどのような問題を現在に
もたらしたか.といった観点からの話で,現在の野猿公
苑の社会教育の場としても全く無配慮な経営倍庇が強く
批判されていた｡
1976年2月に突如発来されたJMC研究部廃止問題に
関して,その後の動向を和が報告した｡ニホソザルの研
究･保護問題について,常にその中心的存在として活躍
してきたJMC研究部廃止の動きに.畝い批判的想定を
とってきた研究会参加者一同は,関田の動向に強く注目
していた｡
鈴木の報倍は.世界的な正長放研究の建愚化の中で
の,医学的な分野からの研究動物としての霊長塀への強
い詔要と詰まりを指摘し,世界的な野生ポピュレー ショ
ンの京過と利用圧の急上昇の中で,米国その他で進めら
れているブリー ディソグ･コロニー方式の一般化の債向
を紹介した｡しかし,野生個体群の生きている種の生存
の姿を知らないまま,一般に進められているテープJI,･
ワークとしてのブリー ディソ〆･コロニー構想の危険性
を強く批判し,･野生槙とその自然環境の保護の仕事が,
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